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宅地造成と災害
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　1．ま　え　が　き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とよく対応していることが指摘できる。このことは．都市域にお

　日本列島の自然環境は・台風や地震などによる自然災害をうけ　　　　ける・自然条件の特質を無視したような土地利用形態と対照的で

やすい点では，なかば宿命的なものがある。しかし，災害の内容　　　ある。

は・同じ地域で必ずしも・同じくり返しを示しているとはいえな　　　都市については，封建時代にはいるとともに城下町の建設や商

い・たとえば・蔀制・おける台風災害｝ま・大河川の氾らんや醐　業都市への移｛ヒがはじまり，人・の都市集靴が進んだ．ζの当

による浸水がひところ問題になってきたが・最近では・崖くずれ　　　時の都市は・大河川の河口に近い低地に立地するものが多く・，，

や中小河川の氾らんと⑱’・たように・災害が低地から台地鞭　都市の膨胞・とも治て，低湿地の埋立てを中心とした土雌成

地に移行する傾向が認められる・このことは・最近の都市の発展　　　が盛に行なわれた。低地における都市の発展は，明治に入って工

にともなって・住宅が都市周辺部に無秩序にひろがり・元来・宅　　　業化の進行とともにさらに盛になり，工業都市として成長してい

地として悪条件の多硲底騨や・台地・丘陵地の斜面の宅地化　・た・工業生産鞠の増大力・，低地の地盤の沈下をひきおこし，水

が進んでいることと無関係ではない。まさに・宅地の登山化にと　　　害の危険性を増大させたことは，よく知られていることである。

もなう災害の登山化といってもよい。神風i墜山は・事故をまねき　　　このような都市の低地における拡大は，長年にわたる水田開発と

やすいように↓不注意な宅地造成は・新たな災害をまねく結果に　　　いう低地の開発や災害の経験があったから，可能であったともい

なりかねない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える。

　一般に・宅地造成という土地利用形態の変化は・大なり小なり　　　　一方，東京の山の手のように，関東大震災や，第2次大戦の戦

その地域の土地や水の自然条件に対する改造をともな⇔ている・　　　災後の人口集中にともなって．台地平たん部や台地をきざむ谷底

人間が自然を改造するときには・その影響が単に改造地域のみな　　　低地の宅地化が進んできた。神戸や横浜のように低地のせまい都

らず他の地域にも波及していくことは・多くの事例が教えてくれ　　　市では、早くから背後の台地・丘陵地に宅地が発展しぞきたが，

ることである。造成にまつわる宅地の安全性については・従来も　　　とくに第2次大戦後では，地価の著しい高謄や，モの他の用地取

関係法規で規制され確保する努力が行なわれているが・最近の建　　　得難の問題もあって，多くの大都市でも，近郊の丘陵地の大規模

設技術の進歩による大規模かつ急激な宅地造成は・このような広　　　な宅地開発が進められようとしている。

域的に与える影響という点で・新しい問題をなげかけている。　　　　以上概略述べたことから，長い歴史を通じて，人間による開発

　ここでは・宅地化あるいは宅地造成という人間の活動と・地域　　　aは，主として低地に集中していたのに対し，台地や丘使地の開発

の自然条件・とくに地学的条件との相互作用によるいろいろな反　　　は，農地としても宅地としても，比較的歴史が浅いことが指摘で

応を・台地’丘陵地を例にとって検討してみたいと思う。　　　　　　きる。すでに，いくつかの斜面都市において経験した災害が，丘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　陵地などの宅地開発に，生かされていることも事実であるが，台
　2・台地・丘陵地の土地利用　　　　　衰一1地形別面積　　　　　　地・丘陵地における人為的改造あるいは人間の活動の影響に関す

　日本の土地を地形的に大別して　　　地　形

みると，表一1に示すように，山　　山　　　地

地が50％以上を占め，生活や生　　火　山　地

産の場として，好都合な平たん地

は全体の24％にしかすぎない。　　台　　　地

したがって，このせまい平たん地　　低　　　地

地　　形 婿
山 地 55．2％

火 山　地 6．4

山麓・火山麓 3．6

丘 陵 11．3

台 地 10．9

低 地 12．6

比率　　　　　るわれわれの知識は，まだ未知の事柄を数多く含んでいることを

55．2％　　　　　十分認餓ナる必要がある。

の高度利用が．日本の土地利用の　　・　計　　　　　100．0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

1㌶芸1聯濃㌫綱・・よる・　㌫；耀麟鑓㌶撒㌶蕊鷺欝
と，食糧生産の場としてはじまり，各時代の社会的・経済的要求　　　狭山丘陵・加住丘陵や・三浦・房総半島の丘陵地が後者に相当す

に従って，主に稲作生産の場として土地利用が行なわれてきたこ　　　る（図一3）・．

とがわかる。すなわち，豊富な水を利用して，水田の開発が主と　　　　このような地形的な差異だけでなく．台地・丘陵地は，地質や

して低地（沖積地）で展開された。これに対して，山地・丘陵地　　　地下水などの条件にもかなり大きなちがいがある・鯨近郊の台

などの開発はおくれ，大半は粗放利用のまs放置されてきたとい　　　地では，段丘礫層が水平にひろく分布し・関東ロームなどの火山

われている・，。　このような生産活動の結果として，わが国の農地　　　灰層でおおわれるが，丘陵地は，おもに第三紀層の砂岩・泥岩が

では，低地が水田，台地が畑，丘陵地が山林という利用形態が形　　　主要な構成層である。また，台地の地下水は，上記の段丘礫層中

成された。農業生産物は，土地の自然条件に依存する要素が比較　　　に存在し．台地周縁p崖や河谷の谷頭に湧出するところが多い。

的強いので，このような農地利用形態は，土地の自然条件の特質　　　　以上の地学的条件をみても，台風・豪雨・大地震などの自然的
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3・6　　　　　　3．台地・丘陵地の災害

1；：；　　われ繊・ふつう台地とよんで・・る土地は．洪灘に形成され

12．6　　　　　た段丘で．表面はおおむね平たんな地形を示している。これに対

　　　　　　　して，丘陵地は，台地よりも高度が高く　多くの中小河谷で開析



図一2損浜市内崖くずれの例

：；讐：ご墾暴幽

　　　　　　　　　一
図一1或京近郊の地形区分

営力が加わった場合，台地周縁部、あるいは河谷壁や丘陵地山腹

などの急斜面や崖と，台地・丘陵地をきざむ河谷底が，大きな変

．化を生じ天害として問題になる素因をもつ地帯といえる。

　また，宅地化による土地利用形態の変化や宅地造成などの人為

的改造による影響も，これらの地帯で顕著にあらわれることは，

十分推定できることである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真一1横浜市の崖くずれの例（写真）

　以下，主要な災害例から，災害の誘因と素因（おこしやすい体　　　　1965年6月．に川崎市で発生したV・わゆる灰津波があげられる。

質）を検討してみる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これは．丘使地をきざんだ谷の谷頭に埋めた石炭灰が，豪雨にと

　1）崖くずれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もなう谷頭の地下水湧出量が増加し，パイピングをおこして液状

　地形的条件から，崖くずれの発生は，台地や丘陵地の斜面に集　　　流動したものである㌧河谷の谷頭には，湧水のあるところが多

中していることは当然である。一般に崖くずれは，瞬因として豪　　　いので，河谷を埋めた盛土は、類似の現象を発生する素因とな

雨と大地震があげられるが，前者の揚合，崖くずれの発生しやナ　　　る。

いところは，傾斜が急で，地下水の湧出の多いところで，後者の　　　　4）河谷の氾らん

場合には，傾斜にあまり関係なく，比較的大規模であるといわれ　　　　台地や丘陵地の河谷を流れる中小河川は，豪雨時に氾らんしや

ているり。豪雨型の例で，横浜市内の自然崖の崖くずれをみると　　　すい．河谷底を水田として利用していたときは，水田が遊水池的

（図一2・写其一1），崖の下方には三浦層群とよばれる第三紀層の　　　な役割りを果していたが，宅地として利用するための埋立てや造

団結したシルト岩が露出し，その上部に円礫を含む砂・砂質シル　　　成が行なわれると，いわゆる貯留量が滅少して氾らんしやすくな

トの未固結層（屏風ケ浦層）とローム層が孤なり，屏風ケ浦層と　　　る。また，流域の宅地化・都市化がすすむと，雨水の浸透が滅少

ローム層がくずれている。このことは，崖くずれに，屏風ヶ流層　　　し流出が増加することは，東京における‘‘山の手水害”をはじめ

の地下水が関与していることを示すもので，豪雨の浸透地下水の　　　各地で知られているが，，，その裏ずけとなる水文的資料はきわめ

挙動，崖の傾斜，崖の地質梢成が，崖くずれの素因として重要で　　　て少ない。

ある。また，宅地造成地では，斜面の盛土のくずれ，すべりが多　　　　5）地盤沈下

く不完全な盛土施工や排水工の不備は，崖くずれの素因を新たに　　　　台地・丘陵地の河谷には1軟弱な粘土や泥炭が分布し，圧密収

っくりだしていることになる。　　　　　　　　　　　　　　　縮による地盤の沈下を生じやすい．とくに泥炭層が厚く分布する

　2）雨水による浸食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地帯には，沈下の素因がある。著しい沈下は，東京の山の手台地

　自然崖では砂層の露出部でいちじるしく，また，宅地造成地で　　　をきざむ河谷で発生して家屋笛に被害を生じた例があるが，その

も山林をとりはらい，表層のロームを除去して，地山の砂が露出　　　瞬因は，．近接地区で行なわれた地下水の揚水によるものが多い。

している地区で知られている。崖の浸食は．崖くずれを発生しや　　　　6）地下水変動による障害

すい条件をっくり，土砂流出の源をつくることになる。　　　　　　　　台地・丘陵地の宅地では，匝常用水を地下水に依存していると

　3）河谷の盛土の流動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ころが多く，浅層・深層ともに地下水の利用が盛んである。宅地
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化にともなう地下水揚水量の増加により，地下水位が低下し，取　　　発の基本的態度として必要であろう。そのためには，造成地およ

水量の滅少や井戸機能の低下をまねいている。また，浅井戸利用　　　びその周辺の自然的社会的環境を十分に調壷し，造成方法と幽然

地区では・井戸枯れが常習化し・日常用水に大きな障害を与えて　　　条件との相互作用を総合的に検討し，造成による反応が造∫幻也お

いる。また，宅地の過密化や，河川の汚濁などによる地下水の水　　　よびその周辺に与える影響を予測することが必要である。

質汚染も，発生しやすい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元来災害には，予測できない面のあることも事実である。とく

　以上のべたような各種の災害は，台風などの自然的営力が誘因　　　に，台地丘陵地の大規模の宅地開発と災害の経験が低地のそれに

となって発生するものもあり，人間の活動が誘因となって自然条　　　くらぺてとぼしい現状では，思わぬ災害を経験する機会も多いこ

件に変化を生じ，その変化が生活機能に障害を与えているものも　　　とと思われる。慎重な配慮にもとついて開発された宅地でも，こ

ある・とくに・地盤沈下や地下水変動による障害は，崖くずれや　　　の点でまったく安全とはいいきれない。そのためには，かなり長

河川の氾らんのように急性的ではないが，人間の活動が，自然条　　　期にわたってっみかさなる変化を知ることが重要になってくる。

件の変化を通じて住民の生活や財産に損失を与える例として・注　　　そして，このような造成地およびその周辺地区の長期間の変化の

目する必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料は，将来の宅地造成計画に十分活用できるはずである。

　4・今後の宅地造成の問題点　　　　　　　　　　　一　　　　　　　新しい宅地開発が新たな災害を発生させることは，極力さけな

　台地・丘陵地は・軟弱地盤が厚く分布し地震災害・風水害の被　　　ければならないことはいうまでもない。人間の安全な生活を確保

害が大きい低地にくらべると・比較的・有利な条件をも⇔てい　　　するための宅地造成には，このような課題がまず負わされている

る。しかし・自然の営力あるいは人間の営力に対する・その地域　　　ことを強調したい。

の自然条件の反応が，地域φ土地利用状況，人命・財産，生活に

障害を与えるものを災害とよぶならば，台地・丘陵地といえども　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

必ずしも安全とはいえない。とくに，台地・丘陵地において今後　　　　1）全国防災協会（1965）：わが圃の災害誌

ますます盛んになると思われる人間の活動は，災害の素因をつく　　　　2）科学技術庁資源調査会（1959）：8本の土地資源一その現況と利用合

胤，災害の誘因とな・ていく可能性が＋分殼られるからで　、）欝㌫蒜欝藷鑑籐賎蹴

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　柴崎達雄・細野義純（1966）：崖くずれの地学，科学の実験．17－11

たと綱殴地や台姻面の宅雌成蝋起伏のある土地’5） 羽閾n鷲纈儂未の蹴災害の発螂につ鵬防
を平たんにし，斜面の切りとりと盛土で，宅地として利用できる　　　　6戊青木滋（斑）：都市域における災害にっいて，74年日本地質学

敷地を確保する。これにともなって生ずる変化として，（1）山林　　　　　会連合学術大会災害地質討論会胎文集

などの植生の除去，（・滅土駒除去と地山の露出，（・）降水の　力搬勇（醐：繍の水蝋水煙蹴三

ξ灘；灘醸妻㌶㌶二膓㌶；　　（筆者1：…≧嬬勤三博）

増加や河川の氾らんをもたらすばかりでなく，浸食力を増加させ

ることになる。また，ロームや第三紀層の岩石は，地山としては

かなりの地耐力をもっているが，その盛土は，地盤強度が低下す

る。とくに，谷底の大規模な埋立て盛土は，大規模な地すべり，

流動を起しやすい素因となる。

　地下水流動の変化は，新たな崖くずれ箇所を増加させる結果に

なり，また，既存の湧水や井戸水に変化を生じ，造成地周辺の水

利用に影響を与えることになる。

　このように，宅地造成によ⇔て相互に関連した諸変化が地域内

のみならず地域外にも波及していくことは，従来の災害例をみて

も，自然条件の特質からみても明らかである。このような変化を

予測し，宅地造成の安全性はもとよりより広域の安全性を老慮し

て，災害防止あるいは軽滅の対策をたてることが，今後の宅地開
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